Del|TM Latitude"^ D510 サービスマニュアル 


作業を開始する前に ディスプレイアセンブリおよびディスプレイラッチ 

システム部品 パームレ スト 


メモリモジュール、モデム、ミニ PCI 力ード、およびオプティカルデバイス 

ハードドライブ 

Bluetooth 風 ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 

^ —ボート 
コイン型電池 

マイクロプロセツ ササーマル 冷ち日アセンブリ 

マイクロプロセッサモジュール 


スピーカー 
ベースラツチ 



ンステム基板 

フラッシュ BIOS 

I / O コネ、クタのピンの巷ぶ 


メモ、を意、警告 

^ メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してしなす。 

Q を 患： ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危除を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： あ的損ち、けが、または死 t の原因となる可能性があることを示します。 
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作業を開始する前に 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

♦ お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 

♦ 遐励する ツール 

♦ コンピュータの雷ミ原を切る 

♦ おイまいのコンピュータ内部のイ乍業を始める前に 

♦ コンピュータの向さ 
♦ ネジの識別 


お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 

本項では、コンピュータのコンポーネントの取り付けおよび取りかしの手順について説明します。特に指示がない限り、それぞれの手順ではレ: I 下のを件を満たしてしぶことを前提とします。 
I 「 コン ピュータの雷源を切る I および 「 おイ まいのコンピュータ内部の作業を始める前に I の手順をすでに終えていること。 

I 『製品情報ガイド J 1 のま全に関する情報をすでに読んでいること。 

I 取り外しの手順とぶの手順を行うことで部品の取り付けが可能であること。 


奨励するツール 

このドキュメントで説明する操作には、な下のようなツールが必要な場合があります。 
I 細めのマイナスドライバ 
I 細めのプラスドライバ 
I 細めのプラスチックスクライブ 

I フラッシュ BIOS アップデートプログラムフロッピーディスクまたは CD 


コンピュータの電源を切る 

Q を意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a . 開いているすべてのプログラムやファイルを保存して終了します。 スタート ボタンをクリックして 、シャットダウン をクリックします。 

b . シャットダウン ウィンドウで OK をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンプロセスが終了した後に、コンピュータの電源が切れます。 

2. コン ピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源が切れてしぶか確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンしても、 コン ピュータおよび接続されているデバイスの電源が自 
動的に切れなかった場合は、電源ボタンを4砂間巧し続けてください。 


お使いのコンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体のま全を守るために、な下の点にごを意〈ださい。 

^ 警告： 本巧の手順を開始する前に、『製品情巧ガイ内!のま全手順に従ってください。 

A 警告： コンポーネントや力ードは镇重に巧って<ださい。力ード上の部品やを魚部分には触れないで<ださい。力ードを持つ断ホをを持つか、金 JKS の巧 y 付けブラケットの部分を 
^ 持ってください。プロセッサのようなコンポーネントは、ピンの部分ではなく瑞を持つようにしてください。 

。 をな： コンピュータシステムの修理は、巧術者のみが行って〈ださい。デルが許可してし、ない修理による損傷は、保証できません。 

〇 を意： ケーブルを外すときは、ケーブルそのものではな〈コネクタやストレインリリーフループを持ってキ友いて〈ださい。ケーブルによってはコネクタにロックタブが付いていることがあります。この 
タイプのケーブルを外す場合は、ロックタブを巧し込んでからケーブルを巧いて〈ださい。コネクタを巧〈際ロホ、コネクタピンを曲げなしなうに、まっすぐ引き抜いてください。また、ケーブルを接続 
する際は、両方のコネクタの向きが合っていることを確認して〈ださい。 

り を意： コンピュータへの損傷を防ぐため、コンピュータ内部の作業を始める前に次の手順を実行して〈ださい。 















1. コンピュータのカバーに傷力 《 つかなしなうじ、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 


2. コンピュータの雷源を切ります 。 

3. コンピュータがドッキングデバイスに接続され てし、 る場合、ドッキングを解除します。ドッキングデバイスの手順についロホ、付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

を意： ネットワークケーブルを取りかすには、まずコンピュータカ、らネットワークケーブルを外し、次にネットワークポートまたはデバイスからケーブルを外します。 

4. 電話ケーブル、ネットワークケーブル、および USB ケーブルをすべてコンピュータから外します。 

5. コンピュータの電源 ユニット および接続されているすべてのデバイスをコンセントから外します。 

CS をち： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

をな： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

6. PC 力ードスロットに取り付けられている PC 力ードを取り外します。 

7. ディスプレイを閉じ、コンピュータを平らな作業台に裏返します。 

Q を意： システム基板の損傷を防ぐため、コンピュータで作業を行う前にメインバッテリーを取り外して〈ださし、。 

8. コンピュータの底面にあるバッテリーベイリリースラツチをスライドしたまま、バッテリーベイからバッテリーを取りかします。 




9. インストールされているすべての メモリモジュー ル 、 モデム 、 ミニ PCI 力ード ' Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 、 バックアップバッテリー 、 および オプティカル デバイス を 取りがします。 


10. ハード ドライブ を 取りがします。 


コンピュータの向き 
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背面 

2 

右側面 

3 

正面 

4 

ち側面 


ネジの識別 

コンポーネントの取り外しや取り付けを行う場合、ネジの配置を覚えてお〈ためのガイドとしてこの項を印刷しておきます。この配置マットには、ネジの数と長さが示してあります。 
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M2 X 3 mm M2 x 3 mm 


M2 X 4 mm M2 x 5 mm 
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オプティカルデバイス： 

ハードドライブ； 

キーホート： 

(オプションの固定ネジ） 

(各 2) 

(各 2) 

(各 1) 



yztj 

よ…] 

ち 

M2 X 3 mm 

M3 X 5 mm 

M2.5 X 5 mm 

モデム： 

ハードドライブキヤリア： 

ディスプレイべゼル： 

(各 1) 

(各 2) 

(ディスプレイバンパー、各 5) 



(各 6) 

お 

H 

向 
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M2 X 3 mm 

M3 X 3 mm 

M2 X 5 mm 
















ディスプレイパネル： 

ディスプレイラッチ： 

パー厶レスト： 

(各 8 ) 

(各 1 ) 

(各 4 ) 


H 

Qzzn 

M2 X 5 mm 

M2 X 4 mm 

M2,5 X 5 mm 

ディスプレイアセンブリ： 


(各 14 ) 

(各 4 ) 


M2.5 X 8 mm 

M2.5 X 5 mm 



スピーカー： 

フアン： 

システム 基板： 

(各 1 ) 

(各 2 ) 

(各 2 ) 


ち 

ymn 

M2.5 X 5 mm 

M2.5 X 8 mm 

M2.5 X 5 mm 



(各 4 ) 



お 

H 



M2 X 3 mm 
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フラッシュ BIOS 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

〇 を意： システム基板への損傷を防ぐため、 BIOS フラッシュ化理が中断されないように、正し〈動作しているコンセントを使用していることを確認します。 BIOS フラッシュ処理の途中での電源の 
〜 停止や中断は、システム基板への損傷を巧く恐れがあります。 

1. AC アダプタがプラグに差し込まれており、メインバッテリーが適切にインストールされていることを確認します。 

2. コンピュータの電源を入れ、 POST 中に <F12> を巧して起動メニューを表示します。 

。 メモ： ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microso 化 霞 Windows® デスクトップが表示されるまで待ちます。次にコンピュータをシャットダウンして、 
再度試みます。 

3. フラッシュ BIOS アップデートプログラムのフロッピーディスクまたは CD をドライブに挿入し、 「 CD / DVD / CD-RW Drive 」からの起動を選択します。 

4. メニューカ、ら 「Upgrade your system BIOS 」 を選択します。 

画面の指示に従って〈ださい。コンピュータは起動し続け、新しい BIOS をアップデートします。アップデートが完了したら、コンピュータは自動的にち起動します。 

メモ： セットアップューティリティを起動するには、 POST 中に <F2> を巧します。修正がある場合は <Esc> を押して Save / Exit を選択します。そうでない場合は Exit を選択して 
<Enter> を巧し、セットアップューティリティを終了します。 

5. フラッシュ BIOS アップデートプログラムのフロッピーまたは CD をドライブから取り出します。 


目ホに戻る 
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Bluetooth ® ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

^ 餐告： 化下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示に従ってくださし、。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. ハードド ライブ を 取りかします。 

3. コン ピュータを裏返します。 

4. 力ードコネクタをシステム基板コネクタから引き出します。 

5. Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ードをコンピュータから取り外すために、力ードケーブルを引きます。 

〇 を意： Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ードを交換する場合は、力ードケーブルが正しく配線されてしぶか確認して、ハードドライブを取り付ける際にケーブルに損傷を与えなしなうにしま 



1 

Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ード 

2 

システム基板コネクタ 

3 

カードコ木クタ 

4 

力ードケーブル 


Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ードを取り付けるロホ、次の手順を実行します。 

1. Bluetooth ワイヤレステクノロジ内蔵力ードを挿入します。 

2. 力ードケーブルカ 《 タブの下に配線されてし巧か確認します。 











1 

ケーブル 

2 

タブ 


3. 力ードケーブルを接続します。 

4. ハードドライブを取り付けます。 


目ホに戻る 
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コイン型電化 

Del|TM LatitudeTM D 510 サービスマニュアル 

^ 餐告： お使いの Dell™ コンピュータ巧部の作業をする前に、『製品情がガイド J のを全にお使いいただ<ためのを意ま項をお読みください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コン ピュータを裏返します。 

3. バッテリーベイのコイン型電ミ也カバーラッチを巧し下げ、回転させて取り出し、コイン型電ミ也カバーを取り外します。 


1 



1 

コイン 型電池 カバーラッチ 

2 

コイン 型電池 カバー 


4. コイン型電池をコンピュータベースからまっすぐに引き出します。 

5. コイン型電池ケーブルコネクタをバッテリーコネクタから外します。 


1 



1 

バッテリーコネクタ 

2 

コイン型電池 
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マイクロプロセッサモジュール 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

♦ マイクロプロセッサモジュールの取り外し 

♦ マイクロプロセッサモジュールの取り付け 


マイクロプロセッサモジュールの取り外し 

^ 警告： な下の手順を実行するかに、『製品情巧ガイ内!のま全にお巧いいただ<ためのを意をよく読み、指示に従ってください。 

〇 をな： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることにより、静電気 
を除去することができます。 

〇 を意： プロセッサダイに触らないでください。カムネジとマイクロプロセッサの間で断続的な接触を防止するために、カムネジを回す間はダイが取りつけてある基板の部分を持って、マイクロプロ 
セッサが動かないようにします。 

Q を意： マイクロプロセッサへの損傷を防ぐため、カムネジを回す際はマイクロプロセッサに垂直になるよう、ドライバを握ってください。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. キーボード を 取り外します。 

Q を意： マイクロプロセッサの;令却効まを最大にするため、マイクロプロセッササーマル;令却アセンブリの放熱部分に触れなし巧〈ださい。皮脂がつくと熱パッドの放熱能力がお下します。 

3. マイクロプロセッササーマル冷去りアセンブ IJ を取りがします。 

Q を意： マイクロプロセッサモジュールを取り外すには、モジュールをまっすぐ持ち上げて〈ださい。マイクロプロセッサモジュールのピンが曲がらないようを意して〈ださし、。 


4. 細めのマイナスドライバを使用して、 ZIF ソケットカムネジをカムが止まるまで反時計回りに回します。 


な 



2 


1 

ZIF ソケットカムネジ 

2 

ピン1の角 


b メモ： ZIF ソケットカムネジは、マイクロプロセッサをシステム基板に固定します。 ZIF ソケットカムネジの矢印の向きをメモしておいて〈ださい。 

5. マイクロプロセッサモジュールを持ち上げて取り外します。 


マイクロプロセッサモジュールの取り付け 

〇 を意： マイクロプロセッサモジュールを装着する前に、カムロックが完全に開し、た位置にあることを確認して〈ださし、。マイクロプロセッサモジュールを正し〈 ZIF ソケットじ装着するには、無理な 
^力を加える必要はありません。 













Q をな： マイクロプロセッサモジュールが正し〈装着されてし、ないと、時々接続が途切れたり、マイクロプロセッサおよび ZIF ソケットに修復不可能な損傷を与える恐れがあります。 


1. マイクロプロセッサモジュールのピン1の角を、 ZIP ソケットのピン1の角に合わせ、マイクロプロセッサモジュールを挿入します。 

^ メモ： マイクロプロセッサモジュールのピン1の角には、 ZIF ソケットのピン1の角の兰角に合わせるための兰角があります。 

〇 をな： モジュールおよびソケットが修復不可能な損傷を受けなし、ように、マイクロプロセッサモジュールを ZIF ソケットの正しい位置に置く必要があります。 

マイクロプロセッサモジュールが正し〈装着されると、すべての4つの角が同じ高さになります。モジュールの角が一つでも他の角より高い場合、モジュールは正し〈装着されていません。 

2. カムネジを時計回りに回して ZIF ソケットを締め、マイクロプロセッサモジュールをシステム基板に固定します。 

3. マイクロプロセッサモジュールの取り外し で 取り外した部品を取りかけます。 





目ホに戻る 


ディスプレイアセンブリおよびディスプレイラッチ 

Del|TM LatitudeTM D510 サービスマニュアル 

♦ ディスプレイアセンブリ 
♦ ディスプレイべゼル 
♦ ディスプレイパネル 
• ディスプレイラッチ 


ディスプレイアセンブリ 

^ 警告： な下の手順を実行するかに、『製品情なガイ内!のま全におないいただくためのを意をよく読み、指示に従ってください。 

CS をな： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

Q をな： 必ずディスプレイアセンブリを取りかしてから、パームレストを取り外して〈ださし、。 

1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. キーボード を 取り外します。 

3. ディスプレイアセンブリを約180度に開き、この位置な上にディスプレイアセンブリが開かなしなうに支えます。 

4. ディスプレイケーブルをアースする拘まネジを外します。 

5. システム基板上のディスプレイケーブルコネクタからディスプレイケーブルを外します。 

6. ディスプレイケーブルを配線用クリップから外し、パームレストの上にあるタブの下からスライドして取り出します。 



1 

拘まネジ 

2 

ディスプレイケーブル 


7. 2本のアンテナケーブルを2つのアンテナ固定クリップからかします。 

8. 2本の金色のアンテナコネクタを持ち、これを;ま意深〈引いて離し、アンテナケーブル1本をディスプレイから外します。次にもう一方のアンテナケーブルを外します。（それぞれのケーブルの金 
色のアンテナコネクタは、正し〈再接続できるよう設計されています。） 
















1 

ディスプレイケーブル 

2 

システ厶基板上のディスプレイケーブルコネクタ 

3 

アンテナケーブル （2) 

4 

アンテナ固定クリップ (2) 



10. ディスプレイアセンブリを 90 度の角度に回転し、ディスプレイアセンブリを持ち上げてコンピュータベースから取り出します。 


ディスプレイべゼル 

^ 警告： な下の手順をま巧する前に、『製品情なガイド JI のま全にお使いいただ<ためのを意をよく読み、指示にがってください。 

〇 をな： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 















1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 


2. キー ボード を 取り外します。 

3. ディスプレイ アセンブリ を 取り外します。 

4. プラスチックスクライブを使用して、5個のディスプレイバンパーをべゼルの前面にあるネジ巧から取り外します。 


5. べゼルの正面にある6本の M 2 X 5 mm ネジを外します。 



1 

ディスプレイバンパー 

4 

M 2 X 5 mm ネジ (6) 

2 

サポートブラケット 

5 

ディスプレイバンパー (4) 

3 

ディスプレイパネル 

6 

ディスプレイべゼル 


Q を意： べゼルの損傷を防ぐため、トップカバーからべゼルを慎重に取り外します。 

6. ディスプレイパネルの底面の端から開始します。べゼルの内側を持ち上げ、指を使ってべゼルをトップカバーから取り外します。 


ディスプレイパネル 

^ 警告： な下の手順をま巧するがに、『巧品情報ガイド JI のま全にお使いいただ<ためのを意をよく読み、指示に従ってください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イまいのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. キーボー ド を 取り外します。 

3. ディスプレイべゼ ル を 取り外します。 


4. 8 本の M 2 X 5 mm ネジをディスプレイパネルから外します。 





















1 



1 

ディスプレイパネル 

2 

トップカバー 

3 

M 2 X 5 mm ネジ (8) 


5. ディスプレイパネルを引き上げて回転させ、ディスプレイカバーから取り外します。 

6. プルタブを使って、インバータコネクタからボトムフレックスケーブルコネクタを取りかします。 



1 

トップフレックスケーブルコネクタ 

2 

ディスプレイコネクタ 

3 

プルタブ付きボトムフレックスケーブルコネクタ 


7. トップフレックスケーブルコネクタの両側を巧し込み、ディスプレイコネクタから引き離します。 


ディスプレイラッチ 

^ 警告： な下の手順をま巧するかに、『巧品情なガイ内!のま全にお使いいただくためのを意をよく読み、指示に従ってください。 

〇 をち： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. キーボード を 取り外します。 

3. ディスプレイアセンブリ を 取り外します。 

4. ディスプレイべゼ ル を 取り外します。 















5. ディスプレイ パネル を 取り外します。 

Q をな： システムじよってはサポートブラケットの下に銅迫が存在しますが、その場合はブラケットを取り外すときにその銅あを 剥がさなしなう にを意して〈ださい。 

6. サポートブラケットをトップカバーに固定している M 2 X 4 mm ネジを外します。 

7. トップカバーからサポートブラケットを持ち上げ、ディスプレイラッチを取り外します。 

^ メモ： ディスプレイラッチを取りせけるときに、サポートブラケットがまっすぐになっていることを確認してください。 
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1 

トップカバー 

2 

M 2 X 4 mm ネジ （1) 

3 

サポートブラケット 

4 

ディスプレイラッチ 


目ホに戻る 












目ホに戻る 


フアン 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

^ 餐告： 化下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示にがってくださし、。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. 主ニボニビ を取り外します。 

3. パームレ スト を 取り外します。 

4. ファンケーブルコネクタをまっすぐじ引き上げて、システム基板コネクタから外します。 

5. フアンケーブルをシステム基板の配線用ペグから外します。 


1 



1 

フアンケーブルの配線 

2 

フアンケーブルコネクタ 


6. 2本の M 2. 5 X 8 mm ネジをフアンから取り外し、フアンをシステム基板から引き離します。 


1 



4 


1 

M 2. 5 X 8 mm ネジ （2) 

2 

フアン 

3 

フアンケーブルコネクタ 

















4 I システム基板コネクタ 


目次に戻る 





目ホに戻る 


ハードドライブ 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 


♦ ハードドライブの取り外し 
♦ ハードドライブの取り付け 
♦ キヤリブからのハードドライブのを y 外し 


ハードドライブの取り外し 

^ 警告： ドライブがまだないうちにハードドライブをコンピュータから取り外す場合は、ハードドライブのを届巧のハウジングに手を がれないで ください。 

^ 警告： コンピュータ内部の作業をするかに、『巧品情なガイ内!のま全にお使いいただくためのを意さちをお読みください。 

〇 を意： データの損失を防ぐため、ハードドライブを取り外す前に必ずコンピュータをシャットダウンして〈ださし、。コンピュータの電源が入って し、 るとき、スタンバイモードのとき、または休止状態モ 
-ドのときにハードドライブを取り外さないで〈ださし、。 

Q を意： ハードドライブはとても壊れやす〈、わずかにぶつけただけでも破損することがあります。 

& メモ： デルではデル製品な外のハードドライブに対する互換性の保証およびサポートの提供は行っておりません。 

1. 「 お イまいのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コンピュータを裏返します。細めのプラスドライバを使って、2本の M 3 X 5 mm ネジを外します。 



1 M 3 X 5 mm ネジ (2) 

3. コンピュータを裏返し、正面を向〈ようにします。 

Q を*: ディスプレイを開かなければ、ハードドライブを取り外すことはできません。 

4. ディスプレイを約3 cm 開きます。 

Q を 意： ハードドライブがコンピュータに取り付けられてし々い間は、保護用静電気防止パッケージに保管します。『製品情報ガイド J ] の「静電気障害への対化」を参照して〈ださし、。 

5. ハードドライブをコンピュータから引き出します。 


ハードドライブの取り付け 

1. 新しいドライブを取り付ける場合は、ドライブをそのネ困包から取り出します。ハードドライブを保管するときや配送するときに使用するため、巧包を保管しておいて〈ださい。 
インストールしようとしているドライブがキヤリアに化まっていない場合は、 元のハードドライブをキヤリアから取り外し そのキヤリアを新しいハードドライブに取りかけます。 














2 . 


ディスプレイが約 3 cm 開いていることを確認します。 


Q をな： ドライブを挿入する腳ホ、均等に力を加えて〈ださい。ハードドライブに無理に力を加えると、コネクタに損傷を与える恐れがあります。 

3. ハードドライブカバーがベイに完全に装着されるまで、押し込みます。 

4. コンピュータを裏返します。細めのスクリュードライバを使ってネジを締めます。 

5. オペレーテイングシステムをコンピュータにインス!ルします。 

6. ドライバおよびユーティリテイをコンピュータにインストールします。 


キャリアからのハードドライブの取り外し 

^ 警告： ドライブがまだ巧いうちにハードドライブをコンピュータから取り外す場合は、ハードドライブの金 S 巧のハウジングに手を 化れないで ください。 

^ 警告： コンピュータ内部の作業をするがに、『巧品情巧ガイド JI のま全におないいただくためのを意さ項をお読みください。 

Q を意： ハードドライブはとても壊れやすく、わずかにぶつけただけでも破損することがあります。 

1. M 2 X 3とラベル表示された2本のネジを外します。 

2. キャリアの後方付近を両手で広げ、ハードドライブを後ろから巧すように持ち上げます。 

3. キヤリアからハードド'ライブを持ち上げて引き出します。 



1 

M 2 X 3ネジ (2) 

2 

ハードドライブキヤリア 

3 

ハードドライブ 


直次に屋る 










目ホに戻る 


キーボード 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

^ 餐告： 化下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示に従ってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コンピュータを表が上になるように置きます。 



1 

ディスプレイ 

2 

センターコントロールカバー 

3 

パームレスト（タッチパッド付き） 


3. センターコントロールカバーを取り外します。 

a . ディスプレイを完全に （180 度）開き、作業面に対して平らになるようにします。 

b . コンピュータの右側から、プラステイック製のスクライブを使ってセンターコントロールカバーをてこのようじして持ち上げます。センターコントロールカバーを取り外し、脇に置いておきま 
す。 



1 センターコント ロール カバー 
























4. キーボードを取り外します。 


a . キーボード上部にある2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを外します。 


Q を意： キーボード上のキーキャップは壊れたり、外れやすく、また、取り付けに時間がかかります。キーボードの取り外しや取リキあいにはを意してください。 

b . キーボードをパームレストから離れるまでディスプレイの方へスライドし、コンピュータの少し上に保持したままにして、キーボードコネクタにアクセスできるようにします。 
C. キーボードコネクタタブを引き、システム基板からキーボードコネクタを取り外します。 
d . キーボードを横へ置いておきます。 


1 



1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

キーボードコネクタタブ 

3 

キーボードコネクタ 


b メモ： キーボードを取り付ける場合は、パームレストに傷を付けなしなうじ、キーボードタブが完全にパームレストの下に収まっているか確認して〈ださい。 


目ホに戻る 








目ホに戻る 


ベースラツチ 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

^ 餐告： な下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示にがってくださし、。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。塗装されてし々い金属面に触れることによ 
り、静電気を除ちすること力巧きます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. パー厶 レスト を 取りかします。 

3. スピーカー を取り外します。 

4. リリースボタンを押して、2つの固定クリップを少し押し、次にベースラツチをまっすぐ上に引いてコンピュータべースから取り外します。 
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1 

ベースラツチ 

2 

リリースボタン 

3 

固定クリップ (2) 

4 

コンピユータベース 


目ホに戻る 













目ホに戻る 


パームレスト 


Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

^ 餐告： 化下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示にがってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。塗装されてし々い金属面に触れることによ 
り、静電気を除ちすること力巧きます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. 主ニボニビ を取り外します。 

〇 を意： パームレストを取り外す前に、ディスプレイアセンブリを取り外す必要があります。ディスプレイヒンジは、パームレストの背面を通っています。 

3. ディスプレイ アセンブリ を 取り外します。 

4. コンピュータを裏返し、14本の M 2. 5 X 8 mm ネジを外します。 




1 M 2. 5 X 8 mm ネジ （14) 


5. コンピュータを表が上になるように置き、パームレストの表面から 「 P 」 とラベル表示されている3本の M 2. 5 X 5 mm ネジを外します。 


6. 「 P 」 とラベル表示された M 2.5 X 5 mm ネジを、金属製シールドから外します。 


























1「 P 」 とラベルま示された M 2.5 X 5 mm ネジ (4) 


7. タッチパッドコネクタタブを使用して、タッチパッドコネクタをシステム基板から取り外します。 



1 

タッチ/くッドニ!木クタ 

2 

システム基板コネクタ 


Q を意： パームレストに損傷を与えなしなう、慎重にパームレストをコンピュータベースから取り外します。 

8. パームレストの後部中央から開始し、コンピュータベースの背面を巧し下げながらパームレストをを意深〈持ち上げて、指を使ってパームレストをコンピュータベースから離します。 

心 メモ： パームレストを再インストールする場合、パームレストの右側を最初に取り付け、アンテナケーブルのモデム用端末が、コンピュータべースの PCI 力ード実装部で見えるようにします。 


目次に戻る 






















目ホに戻る 


I/O コネクタのピンの構成 

Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 

♦ USB コネクタ 
♦ ビデす コオ、 クタ 

♦ /《ラレ J レコ 木クタ 

♦ S ビデオ TV 出カコネクタ 
♦ シリアルコネクタ 

♦ IEEE 1394 コオ、クタ 


USB コネ、クタ 



ピン 

信号 

1 

USB5V+ 

2 

USBP- 

3 

USBP+ 

4 

GND 


ビデ ホつ 木クタ 


\ 00000 / 
\ 000001 
V00000 j 

5 4 3 2 1 
10 9 8 7 6 
巧14131211 


ピン 

信号 

ピン 

倍ち 

1 

CRT R 

9 

5V+ 

2 

CRT G 

10 

GND 

3 

CRT B 

11 

MONITOR-DETECT- 

4 

NC 

12 

DD し DATA 

巳 

GND 

13 

CRT HS 

6 

GND 

14 

CRT VS 

7 

GND 

15 

DD し CLK 

8 

GND 




パラレルコネクタ 


000000000000 , 
100000000000 / 


ピン信号 ピン 信号 



















































1 

STROBE- 

10 

ACK- 

2 

PD0 

11 

BUSY 

3 

PD1 

12 

PE 

4 

PD2 

13 

SLCT 

5 

PD3 

14 

AFD/3M- 

6 

PD4 

1 己 

ERROR- 

7 

PD5 

16 

INIT- 

8 

PD6 

17 

SLIN- 

9 

PD7 

18〜25 

GND 


S ビデオ TV 出カコネクタ 



S ビデオ 

ピン 

信号 

1 

GND 

2 

GND 

3 

DLUMA-L 

4 

DCRMA-L 


コンポジットビデオ 

ピン 

信号 

巳 

NC 

6 

DCMPS-L 

7 

GND 


シリアルコネクタ 


画 

1 2 3 4 5 
6 7 8 9 


ピン 

信号 

ピン 

ち号 

1 

DCD 

6 

DSR 

2 

RXDA 

7 

RTS 

3 

TXDA 

8 

CTS 

4 

DTR 

9 

RI 

巳 

GND 




IEEE 1394コネクタ 















































1234 




ピン 

信号 

1 

TPB- 

2 

TPB+ 

3 

TPA- 

4 

TPA+ 


目次に戻る 















目ホに戻る 


スピーカー 

Del|TM LatitudeTM D510 サー ビス マニュアル 


^ 餐告： 化下の手順を実行するおに、『巧品情報ガイ刊のま全にお使いいただ<ためのを意をよ<読み、指示に従ってくださし、。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることじより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ吏いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. パームレ スト を 取りかします。 

3. コイン型電池の位置を確認します。 

4. スピーカーケーブルをスピーカーケーブル配線クリップから外します。 

〇 を意： スピーカーケーブルへの損傷を防ぐため、両方の固定クリップを通して巧配線するようを意して〈ださい。スピーカーケーブルをそれぞれの配線クリップじ再挿入するときは、指で少しだ 
けクリップを曲げて開き、ケーブルを挿入してからクリップを押して閉じて〈ださい。 


5. スピーカーコネクタをシステム基板コネクタから外します。 

Q を意： スピーカーに損傷を与えなしなうに慎重に取りキ及います。 


6. 「 B 」 とラベル表示された M 2. 5 X 5 mm ネジを、スピーカーから外します。 

7. スピーカーを持ち上げながら、コンピュータベースの前面を外側に慎重に引き出します。 
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1 

スピーカーコネクタ 

2 

「 B 」 とラベル表示された M 2.5 X 5 mm ネジ 

3 

コイン型電池 

4 

コイン型電池実装部 

5 

スピーカー 

6 

コンピュータべース 


8. スピーカーからコイン型電ミ也を取り外します。 

Q を意： スピーカーを取り付ける場合、コイン型電ミ也をコイン型電池実装部に取り付けたかどうか、確認して〈ださい。 


目次に戻る 














目ホに戻る 


システム基板 

Del|TM LatitudeTM D510 サー ビス マニュアル 

♦ システム基板の取り外し 
• システム其巧のあり付け 


システ厶基板の取り外し 

^ 警告： な下の手順を実行するがに、『巧品情報ガイド』のを全におないいただ<ためのを意をよ<読み、指示にがってください。 

システム基板の BIOS チップにはサービスタグがあり、コンピュータ底面のバーコードラべルにも記してあります。システ厶基板用の交換キットには、サービスタグを交換するシステム基板に転送するた 
めのユーティリティを提供する CD が含まれています。 

^ を意： 電源ユニットおよび取り付けられているすべてのデバイスをコンセントから外し、取り付けられているバッテリーもすべて取り外します。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されてし々い金属面に触れることにより、静電気 
を除去することができます。 

1. 「 お イ重いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. パームレ スト を 取り外します。 

3. マイクロプロセッササーマル;令ち日アセンブリ を 取り外します。 

4. マイクロプロセッサ を 取り外します。 

5. スピーカー を取り外します。 

6. 「 B 」 とラベル表示された2本の M 2. 5 X 5 mm ネジを外します。 



1 

M 2. 5 X 5 mm ネジ （2) 

2 

システ厶基板 


7. コンピュータを裏返し、システム基板をコンピュータベースに固定している 「 B 」 とラベル表示された4本の M 2 X 3 mm ネジを外します。 















8. 2 つのシステム基板固定クリップが解除されるよう、コンピュータべースの背面の中央をつかんで少し引き下げ、次にシステム基板を引き出します。 



1システ厶基板固定クリップ (2) 


システム基板の取り付け 

1. 「 システム基板の取り外し I をすベて逆の順居で実行します。 

CS を意： コンピユータの電源を入れる前にすベてのネジを取り付け、コンピユータ内部にネジカ巧卖つていなしけ、確認します。コンピユータ内部にネジカ巧卖つてしぶと、コンピユータに損傷を与える恐 
W れがあります。 

2. コン ピユ ータの 電源を入れます。 

b メモ： システム基板を交換した後、コンピユータのサービスタグを、取り付けたシステム基板の BIOS に入力します。 

3. 交換用のシステム基板に付属しているフロッピーディスクまたは CD を適切なドライブに挿入して、画面の指示に従います。 


目次に戻る 









































目ホに戻る 


システム部品 

Del|TM LatitudeTM D510 サービスマニュアル 


Q を意： コンピユータシステムの修理は、巧術者のみが行って〈ださし、。デルが許可していない修理による損傷は、保証できません。 
〇鑑度誕なし、限り、このマニュァルのすべての手順は、部品が交換可能でぁること、ぁるぃ胃^ 
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1 

ディスプレイアセンブリ 

8 

マイクロプロセッサ 

2 

センターコント ロール カバー 

9 

オプティカルデバイス 

3 

キーボード 

10 

バッテリー 

4 

パー厶レスト（タッチ/ くッド付き） 

11 

コンピュータベース 

巳 

マイクロプロセッササーマル;令却アセンブリ 

12 

ハードドライブ 

6 

グラフィックス;令却アセンブリ 

13 

スピーカー 

7 

システ厶基板 

14 

フアン 


目次に戻る 

















目ホに戻る 


マイクロプロセツ ササーマル 冷却 アセンブリ 

Del|TM LatitudeTM D510 サー ビス マニュアル 

♦ マイクロプロセツササーマル冷なアセンブリの取り外し 

♦ マイクロプロセツササーマル冷ちりアセンブリの取りかけ 


マイクロプロセッササーマル 冷却 アセンブリの 取り外し 

A 警告： な下の手順を実行するがに、『巧品情報ガイド』のを全におないいただ<ためのを意をよ<読み、指示にがってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることにより、静電気 
を除去することができます。 

Q を意： コンピュータおよび取り付けられているすべてのデバイスをコンセントから外し、取り付けられているバッテリーもすべて取り外します。 

1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. キーボード を 取り外します。 

3. ディスプレイケーブルをシステム基板に取り付けている拘まネジを外します。 

4. システム基板上のディスプレイケーブルコネクタからディスプレイケーブルを外します。 

5. ディスプレイケーブルを配線用クリップから外し、パームレスト上のタブの下からスライドして取り出します。 

6. 2本のアンテナケーブルを2つのアンテナ固定クリップから外します。 

7. 2本の金色のアンテナコネクタを持ち、これをミ主意深〈引いて離し、アンテナケーブル1本をディスプレイから外します。次じもう一方のアンテナケーブルを外します。（それぞれのケーブルの金 

色のアンテナコネクタは、正し〈再接続できるように設計されてしなす。） 

1 



1 

ディスプレイケーブルコネクタ 

2 

システム基板上のディスプレイケーブルコネクタ 

3 

拘まネジ 

4 

アンテナケーブル （2) 

巳 

アンテナコネクタ （2) 


8. マイクロプロセツササーマル;令却アセンブリをシステム基板に固定している「1」〜「4」とラベル表示された4本の拘まネジを順香に緩めます。 
















マイクロプロセッササーマル 冷却 アセンブリの 取り付け 

Q を 意： マイクロプロセッササーマル;令却アセンブリを取り付けるときは、いかなるケーブルもその下に挟まっていないことを確認して〈ださい。 

1. マイクロプロセッサのサーマル冷却アセンブリの左側をパームレストの下に滑り込ませ、アセンブリをマイクロプロセッサの上に置きます。 
Q をな： ネジを締める際に、クーラープレートがネジの頭の部分より高〈ならなしなうを意します。 



1間違って取り付けられたヒートシンク 





I 2 I 正し〈取り付けられたヒートシンク 


3. パームレスト上のタブの後ろにあるディスプレイケーブルをスライドして、配線用クリップの間に配置します。 

4. ディスプレイケーブルをシステム基板上のディスプレイパネルコネクタに取り付けます。 


5. 2本のアンテナケーブルを再度接続してから、2つのアンテナ固定クリップに固定します。 





目ホに戻る 


Del|TM LatitudeTM D 510 サー ビス マニュアル 


メモ、を意、警告 

& メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

り を 意： ハードウエアの損傷やデータの損失の可能性があることを示し、その危険を回避するための方法を説明しています。 

A 警告： あ的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示します。 

この文書の情報は、事前のぶ巧な < 巧ちされることがあ y ます。 

© 2005すべての著か!*は Dell Inc . にあリます。 

Dell Inc. の書面による許可のない複写は、いかなるお態においても厳重に禁じられています。 

本書に使用されている商標： Dell、DELL ロゴ、および Latitude は Dell Inc. の商標でず。 Intel、Pentium、 および Celeron は Intel Corporation の登録商標です。 Microsoft および Windows は Microsoft 
Corporation のを録商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. の商標であり、 Dell Inc. が使用権を巧有します。 

本書では、上記記載レツかの商標や会社名が使用されている場合があります。これらの商標や会社名は、一切 Dell Inc. に巧属するものではありません。 
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直次に房る 






目ホに戻る 


メモリモジュール、モデム、ミニ PCI 力ード、およびオプティカルデバイス 


Del|TM LatitudeTM D 510 サービスマニュアル 

♦ メモリモジュール 
♦ モデム 
♦ ミニ PCI 力ード 
♦ オプテとカルデバイス 


メモリモジュール 


^ »告： お使いの Dell ™ コン ピュータ内部の作業をする前に、『製品情苗ボイド J のま全におないいただ<ためのを意事巧をお読みください。 

CS をな： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

^ メモ： デルから購入されたメモリモジュールは、お使いのコンピュータの保証対象に含まれます。 

1. 「 お イまいのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コンピュータを裏返して、メモリモジュールカバーの拘まネジ （「 M 」 とラベル表示されています)を緩め、カバーを持ち上げます。 



Q をな： メモリモジュールコネクタの損傷を防ぐため、メモリモジュールを保護してし、る固定クリップを広げるときには工具を使用しないで〈ださい。 

3. メモリモジュールを交換する場合、既存のモジュールを取り外します。 

Q を意： メモリモジュールの端を持ち、モジュールのコンポーネントに触れないようにして〈ださい。 

a . メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、モジュールが持ち上がるまで指先で慎重に広げます。 

b . モジュールをコネクタから取り外します。 









O をな： メモリモジュールを 2 つのコネクタに取り付ける必要力 《 ある場合、メモリモジュールは、まず 「DIMM A 」 とし、うラベルの付いてし、るコネクタに取り付け、次に 「DIMM B 」 とし、うラベルの付い 
〜 ているコネクタに取り付けて〈ださし、。 

〇 をな： コネクタに DDR 2 な外のメモリモジュールを取り付けようとしなし巧〈ださい。非互換性のメモリモジュールを取り付けると、コネクタを損傷する場合があります。 

4. 身体の静電気を除去してから、新しいメモリモジュールを取り付けます。 

a . モジュールの切り込みをコネクタの中央にあるスロットに合わせます。 

b . モジュールの端をスライドさせてコネクタじしっかりとはめ、カチッとしづ感触が得られるまでモジュールを押し下げます。カチッとしづ感触が持てない場合、モジュールを取りかして、もう 
一度取り付けます。 

^ メモ： メモリモジュールが正し〈取り付けられてしぶいとコンピュータは起動しません。この場合、 エラー メッセージは表示されません。 

5. カバーとネジを取り付けます。 

の を 意： メモリモジュールカバーが閉めに〈い場合は、モジュールを取りかしてもう一度取り付けます。無理にカバーを閉じると、コンピュータを破損する恐れがあります。 

6. バッテリーをバッテリーベイに取り付ける力、、または AC アダプタをコンピュータおよびコンセントに接続します。 

7. コンピュータの電源を入れます。 

メモリが追加された場合、コンピュータが起動する際に増設したメモリを検出して、自動的にシステム設定情報を更新します。 


モデム 

^ 餐告： な下の手順をま巧する前に、『製品情なガイド JI のま全にお使いいただ<ためのを意をよく読み、指示にがってください。 

CS を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コン ピュータを裏返して、メモリモジュールカバーの拘まネジ （「 M 」 とラベル表示されています)を緩め、カバーを持ち上げます。 

3. モデムを交換する場合、既存のモデムを取り外します。 

a . モデムから M 2 X 3 mm ネジを外します。 
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1 

プルタブ 

4 

システム基板上のモデムコネクタ 

2 

M 2 X 3 mm ネジ 

5 

モデムヶ —ブル 

3 

モデム 




b . プルタブを使用して、システム基板上のモデムコネクタからモデムを取り外します。 


C . モデムケーブルをモデムから外します。 











4. モデムケーブルをモデムに接続します。 


Q を意： モデムを取り付ける際、モデムの左側(モデムケーブル接続側）を押し下げないで〈ださい。 


5. モデムの底面にあるコネクタをシステム基板上のモデムコネクタの位置に合わせ、モデムのち側を巧し下げて両方のコネクタを装着します。 


6. M 2 X 3 mm ネジを取り付けます。 

7. カバーおよび拘まネジを取り付けます。 

Q を意： メモリモジュールカバーが閉めに〈い場合は、モジュールを取り外してもう一度取り付けます。無里にカバーを閉じると、コンピュータを破損する恐れがあります。 


ミニ PCI 力ード 

ミニ PCI 力ードをコンピュータと一緒に購入された場合、力ードは前もって取り付けられてし巧す。 

^ 警告： コンピュータ巧部の作ちをするかに、『巧品情巧ガイ内!のま全にお使いいただくためのを意まちをお読みください。 

CS を意： コンピュータの内蔵コンポーネントへの損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。塗装されていない金属面に触れることじより、静電気 
W を除去することができます。 

^ を志： コンポーネントおよび力ードは端を持ち、ピンまたは接点には触れないで〈ださい。 

〇 を意： 2.4 GHz ワイヤレス LAN PC 力ードは、ユーザーによって取り外し、取り付けが可能です。 

1. 「 お使いのコンピュータ内部の作業を始める準備 I の手順に従います。 

2. コンピュータを裏返し、ミニ PCI 力ードカバー上じある拘束ネジ （「 C 」 とラベル表示されています)を緩めます。 

3. 指をカバーの下のへこんだ部分に置き、カバーを持ち上げて開きます。 



4. ミニ PCI 力ードカなだ取り付けられてし々い場合、 手順5 に進みます。ミニ PCI 力ードを交換する場合、既存の力ードを取り外します。 

a . ミニ PCI 力ードに接続されているすべてのケーブルを取り外します。 

© をな： ミニ PCI 力ードコネクタの損傷を防ぐため、力ードを保護している固定クリップを広げるときには工具を使用しなしで〈ださい。 

b . ミニ PCI 力ードを取り外すには、力ードがわずかに浮き上がるまで固定タブを広げます。 

C . ミニ PCI 力ードを持ち上げてコネクタから取り外します。 





Q をな： 次の手順では、アンテナケーブルがコンピュータの端まで伸びていて、新しし、ミニ PCI 力ードの下に挟まれていないことを確認して〈ださし、。 

5. ミニ PCI 力ードを45度の角度でコネクタに合わせ、ミニ PCI カードをコネクタに押し込みます。 

6. コンピュータからのアンテナケーブルをミニ PCI カードのアンテナコネクタに接続します。 

Q を意： コネクタは、正し〈取り付けられるよう差し込む向きが決まってし巧す。無理に接続しないでください。 



1 

アンテナケーブル （2) 

2 

カード上のアンテナコネクタ （2) 


7. ミニ PCI 力ードを固定タブの方へ約20度の角度で押し下げます。 

8. ミニ PCI 力ードをカチッとしづ感触が得られるまでコネクタの固定タブの方へ下げます。 

9. カバーを取り付けるときにケーブルが挟まれないよう、ケーブルの位置を確認します。 

10. カバーを取り付けます。 

〇 を意： ミニ PCI 力ードカバーが閉めに〈い場合は、力ードを取り外してもう一度取り付けます。無里にカバーを閉じると、コンピュータを破損する恐れがあります。 

オプティカルデバイス 

お使いのコンピュータには、出荷時にオプティカルドライブがモジュールベイに取り付けられています。デバイスを取り外しに〈くしたい場合は、ベイにオプションの M 2 X 3 mm オプティカルデバイス固 
定ネジを取り付けることができます。 

^ 警告： コンピュータ巧部の作業をする前に、『巧品情なガイド』のま全にお巧いいただくためのを意さ項をお読みください。 

り をな： デバイスをモジュールベイに取り付けてから、コンピュータをドッキングデバイスに接続したり、コンピュータの電源を入れます。 






b メモ： セキュリティの目的でコンピュータにモジュールを固定する場合を除いて、デバイス固定ネジを取り付ける必要はありません。 


デバイス固定ネジが取り付けられていない場合 

の を意： デバイスへの損傷を防ぐため、コンピュータにデバイスを取り付けない場合、デバイスは、乾燥した安全な場所に保管し、上から力を加えたり、重いものを載せたりしないで〈ださい。 

1. デバイスリリースラツチを巧してリリースラツチを解除します。 



1デバイスリリースラツチ 


2. リリースラツチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



3. 新しいデバイスがベイにカチッと収まるまで巧します。 

デバイス固定ネジが取り付けられている場合 

^ を意： デバイスへの損傷を防ぐため、コンピュータにデバイスを取り付けない場合、デバイスは、乾燥した安全な場所に保管し、上から力を加えたり、重いものを載せたりしないで〈ださい。 

1. 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了してから、コンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータがドッキングデバイスに接続され てし、 る場合、ドッキングを解除します。ドッキングデバイスの手順についロホ、ドッキングデバイスに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

の を意： デバイスへの損傷を防ぐため、コンピュータにデバイスを取り付けない場合、デバイスは、乾燥した安全な場所に保管し、上から力を加えたり、重いものを載せたりしないでください。 

3. ディスプレイを閉じて、コンピュータを裏返します。 


4. 細めのプラスドライバを使って、コンピュータの底面からオプティカルデバイス固定ネジを取り外します。 




1 



1 M 2 X 3 mm ネジ 


5. デバイスリリースラツチを巧してリリースラッチを解除します。 


6. リリースラッチを持ってデバイスを引き出し、モジュールベイからデバイスを取り外します。 



7. 新しいデバイスがベイにカチッと収まるまで巧します。 


目次に戻る 








